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河川環境（その ３）
―水辺の景観整備―

　水質、自然環境に次いで、河川の環境問題の第 ３
のテーマは、「景観」です。
　河川に限定せず、河川、湖沼、海浜、運河など水
のほとりの景観を「水辺景観」と広く捉える用語も
一般的になっています。

　水のほとりに立って心の安らぎを覚え、散歩、休
息の場として風景を愛で解放感を味わうのは、洋の
東西を問わず古くから行われてきたことですが、わ
が国では敗戦後長らく忘れられていました。
　人々は生きるのに精一杯で、衣食住と職の確保で
忙しく、環境だの景観などにまで気をまわす余裕が
ありませんでした。
　その間に河川の水質汚濁も進行したわけです。

　しかし、昭和５０年代後半（1980年代）頃から人々
の河川や水辺に対する関心が高まってきました。
　生活にゆとりが出来て、まわりを見まわす余裕が
出来たことが根底にあるのでしょうが、具体的な事
情を挙げてみますと、

　⑴　まず第一にやはり河川の水質が改善されたこ
と。

　⑵　河川改修が進み、ひと頃に比べて水害や浸水
が減少してきたこと。

　⑶　過密な市街地で、河川や運河の空間的価値が
認識されてきたこと。

　⑷　海外旅行が一般的になり外国とくに欧米の美
しい水辺に接してきた人が増えたこと。

　⑸　河川管理者（国、都道府県）も、水害の減少
につれ、治水一辺倒の管理から、河川敷の利
用や河川沿いの市街地との関連を考慮する余
裕が生じたこと。

　などです。

　多摩川、荒川、淀川等の都市の大河川の高水敷で
は、旧来の採草地、放牧地、農耕地といった粗放的
な利用から、グランド、公園、ゴルフ場等の利用へ
と変化してきました。
　市街地内の都市河川では、河川の護岸がコンクリ
ートの垂直な壁だったり、低地帯の高潮堤防が背の
高いコンクリート塀で殺風景なのですが、それを和
らげるため河岸に緑地や並木のある遊歩道を設置す
るなどの工夫もされるようになりました。

　ダム建設などでは意見が分裂するのですが、水辺
景観の改善については市民、メディア、市町村当局、
そして国の河川管理者も全員賛成です。
　消極的なのは、環境や景観などという不急不要な
ものに予算を出し渋る財務当局と、一部の地主くら
いなものです。
　都市河川の河岸に接して公園緑地の計画を策定し
ても、土地が公用地ならともかく、私有地がひっか
かる場合は、景観整備事業には道路、河川のインフ
ラ事業のような強制力が無いので難儀することも多
いのです。

　近年、河岸の河川の土地にゆとりがあり、河川管
理に支障がない時は、民間の河畔レストラン、水辺
喫茶店などの設置が認められるなど、人々が水辺に
足を運びたくなるような仕組みも生まれています。




